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連載第⑩回・都市における緑地の価値と

一彗
７

Ｔ
Ｆ
ｉ
二
■
〓
」十
一
（―
′、
〓ゴ
■
キ
■
人
´́
´
ヽ
」ヽ
■、与

い
自
然
）
を
重
視
す
る
考
え
方
を
批
判

し
、
人

の
手

が
加

わ

っ
た
自
然
と
、

人
々
の
暮
ら
し
と
を
総
体
的
に
と
ら
え
、

緑
陰
の
気
温
を
低
下
さ
せ
る

（生
態
系

サ
ー
ビ
ス
）
。

第
三
に
、
経
済
的
価
値
が
あ
る
。
自

然
景
観
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
観
光

客
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
見
込

め
る

（観
光
資
源
）。

第
四
に
、
社
会
的
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
価

値
が
あ
る
。
素
敵
な
並
木
道
が
あ
る
こ

と
は
喜
び
で
あ
り
地
域
の
誇
り
で
あ
る
。

第
五
に
、
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
的
価
値

が
あ
る
。
人
間
は
本
能
的
に
緑
を
求
め

る
も
の
だ

（バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
と
は
保

全
生
物
学
者
ウ
イ
ル
ソ
ン
が
作

っ
た

「生
命

へ
の
愛
」
を
意
味
す
る
言
葉
）
。

第
六
に
、
変
容
的
価
値
が
あ
る
。
こ

れ
は
緑
地
や
並
木
道
を
実
際
に
歩
い
て

み
れ
ば
そ
の
価
値
が
分
か
る

（体
験
が

人
間
の
考
え
を
変
容
さ
せ
る
）
と
い
う

も
の
だ
。

第
七
に
、
固
有
の
価
値
が
あ
る
。
人

間
の
都
合
に
か
か
わ
り
な
く
樹
木
自
体

が
尊
い
も
の
だ
。

第
人
に
、
美
的
な
価
値
が
あ
る
。
端

的
に
自
然
は
美
し
い
。

第
九
に
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
価
値

が
あ
る
。
神
木
や
古
木
、
昔
か
ら
の
森

に
は
神
様
が
宿

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
の
街
路
樹
や
緑

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
付
与
で
き

る
。
こ
れ
は
、
街
路
樹
や
緑
地
を
守
る

然
や
里
山
が
尊
重
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

都
市
は
軽
視
あ
る
い
は
罪
悪
視
さ
れ
て

き
た
。
と
い
う
の
も
、
都
市
は
自
足
的

な
地
域
で
は
な
く
、
地
球
環
境
に
負
荷

べ
き
理
由
を
説
明
し
た
も
の
と
も

い
え

る
ｃ
そ
し
て
現
在
の
環
境
倫
理
学
で
は
、

そ
れ
な
り
に
説
得
力
の
あ
る
理
由
が
複

数
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
考
慮

に
値
す
る
と

い
う
考
え
が
主
流
に
な

っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
緑
地
の
価

値
は
日
本
の
都
市
政
策
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考

え
る
に
は
、
石
川
幹
子

『都
市
と
緑

地
』
（岩
波
書
店
）
が
参
考
に
な
る
。

石
川
は
、
緑
地
保
全
制
度
の
歴
史
と

そ
れ
を
支
え
た
理
念
を
丁
寧
に
記
述
し

て
い
る
。
前
半
で
は
欧
州
の
コ
モ
ン
の

保
全
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、

イ
ギ
リ
ス
の
田
園
都
市
と
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
が
紹
介
さ
れ
、
後
半
で
日
本
の
都

市
計
画
の
歴
史
と
、
そ
の
中
で
の
緑
地

保
全
の
理
念
と
仕
組
み
が
詳
述
さ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、　
一
九
三

〇
年
代

の
東
京
緑
地
計
画
に
お
け
る

「緑
地
」
の
定
義
で
あ
る
。
「緑
地
と
は

そ
の
本
来
の
目
的
が
空
地
に
し
て
、
宅

地
、
商
工
業
用
及
び
頻
繁
な
る
交
通
用

地
の
ご
と
く
、
建
蔽
せ
ら
れ
ざ
る
永
続

的
の
も
の
を
い
う
」
（
『都
市
と
緑
地
』

二
四
六
頁
よ
り
）。
石
川
は
こ
の

「
永

理
す
る
こ
と
で
植
物
学
の
知
見
が
深
ま

る

（天
然
記
念
物
な
ど
）
。

第
二
に
、
生
態
学
的
価
値
が
あ
る
。

樹
木
は
都
市
の
水
の
流
れ
を
調
整
し
、

め
ら
れ
て
き
て
い
る

一
方
で
、
日
本
各

地
で
樹
木
伐
採
や
緑
地
の
開
発
が
続
い

て
い
る
。
本
稿
で
は
石
川
の
著
書
の
中

か
ら
印
象
的
な
部
分
を
取
り
出
し
た
だ

け
に
終
わ

っ
た
が
、
過
去
の
都
市
政
策

に
お
け
る
緑
地
の
思
想
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
都
市
政
策
を

反
省
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

・麗
藤
勧
置
一一

続
的
」
と
い
う
部
分
に
着
目
し
、
こ
の

定
義
は
、
緑
地
が

「法
及
び
財
源
措
置

の
裏
付
け
を
有
す
る
社
会
資
本
」
（同

書
二
四
九
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
解
釈
す
る
。

ま
た
石
川
は
、　
一
九
二
七
年
に
当
時

の
大
阪
市
長
の
関

一
が
、
都
市
を

「建

築
地
域
と
永
久
に
建
築
し
て
は
な
ら
な

い
地
域
と
の
二
つ
に
分
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
提
案
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る

（同
書
二
三
六
頁
）。
こ

れ
は
関
東
大
震
災
に
お
い
て
空
地
が
多

く
の
人
々
の
命
を
救

つ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
の
提
案
で
あ
る
。

石
川
の
著
書
か
ら
は
、
都
市
の
緑
地

は
政
策
的
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
重
要
な

場
所
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
戦
前
の

日
本
の
都
市
政
策
者
に
よ
っ
て
共
有
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
実
に
は

土
地
所
有
者

へ
の
補
償
が
な
い
な
ど
の

制
度
の
不
備
が
あ
り
、
緑
地
地
域
の
無

秩
序
な
市
街
化
が
進
ん
で
し
ま

っ
た
が
、

当
時
の
都
市
政
策
に
お
い
て
緑
地
に
大

き
な
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
現
在
の
都
市
政
策

に
お
い
て
、
緑
地
の
価
値
は
正
し
く
認

識
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
概
念
が
流
行
し
、

社
会
資
本
と
し
て
の
緑
地
の
価
値
が
認

吉
永
　
明
弘
●
よ
し
な
が
　
あ
き
ひ
ろ

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
修

了
。
博
士

（学
術
）。
江
戸
川
大
学
社
会
学

部
現
代
社
会
学
科
准
教
授
を
経
て
、
現
在
は

法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
教
授
。
専
門
は
環

境
倫
理
学
。

はtiケ

「

な

=1■
命
"!

:

「はじめて学ぶ環境倫理」
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